
学
生
ピ
ー
ア
ー
ル
動
画
コ
ン
テ
ス
ト

1
年
次
作
品
が「
優
秀
賞
」受
賞

北
翔
大
学

事
前
予
約
で
参
加
可
能

個
別
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

札
幌
国
際
大
学

救
護
の
達
人
コ
ン
テ
ス
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
優
勝

東
北
福
祉
大
学

お
い
し
く
減
塩
目
指
す

学
生
考
案
の
商
品
を
販
売

仙
台
白
百
合
女
子
大
学

診
療
情
報
管
理
士
認
定
試
験

3
・
4
年
次
16
人
が
合
格

北
海
道
情
報
大
学

発
売
前
に
宮
城
県
庁
へ
の
表

敬
訪
問
が
行
わ
れ
た

【いわきキャンパス】
■薬 学 部　薬学科
■看護学部　看護学科
■健康医療科学部　 作業療法学科 

理学療法学科
■心理学部　臨床心理学科

薬学・看護学・作業療法学・
理学療法学・心理学が
学べる医療系総合大学

学ぶ力を磨け。地域の未来を創れ。

学部・学科

お問い
合わせ医療創生大学 〒970-8551 福島県いわき市中央台飯野5-5-1

薔0120-295110 
URL https://www.isu.ac.jp/

オープンキャンパスの詳細は、大学ウェブサイトをご確認ください。＊

6/22土、7/20土、
7/21日、8/24土、
8/25日、9/14土、

10/6日

OPEN CAMPUS 2024

いわきキャンパス 特別養護老人ホーム見心園

利用者のみなさまやご家族、地域のみなさまに喜んでいただくことが、私たちの喜びです

お問い
合わせ

所在地 〒039-1202  
 青森県三戸郡階上町赤保内字道仏道添21-12
T E L 0178-88-3355
URL https://www.kenshinen.jp/

　今後より一層必要とされる仕事の一つが介護
です。明るく楽しく働きやすい職場を見心園は整
えています。
　当園では採用後、個別プログラムに基づき、教
育係がていねいに指導する体制やメンター制度が
確立しています。さまざまな研修の受講や資格取
得の支援体制も充実しているので、安心して働け
る職場です。見学や体験もできますので、介護の
仕事に興味がある方はお気軽にご連絡ください。

URL 》》 https://www.do-johodai.ac.jp/ E-mail 》》 koho@do-johodai.ac.jp

■経営情報学部■経営情報学部
先端経営学科先端経営学科
　ビジネスデザイン専攻ビジネスデザイン専攻
　地域ビジネス専攻地域ビジネス専攻
システム情報学科システム情報学科
　システム情報専攻システム情報専攻
　宇宙情報専攻宇宙情報専攻

■医療情報学部■医療情報学部
医療情報学科医療情報学科
　医療情報専攻医療情報専攻
　臨床工学専攻臨床工学専攻

■情報メディア学部■情報メディア学部
情報メディア学科情報メディア学科
　テクノロジー専攻テクノロジー専攻
　デザイン専攻デザイン専攻薔 0120-83-4411お問い合わせは

〈広報課〉

■ 〒069-8585  北海道江別市西野幌59-2 ■

Update Your World.

特設サイト公開中

［平 日 15：00～17：30］
＊ 要事前予約。詳細は本学
ウェブサイトを確認のこと

WEBオープンキャンパス

オンライン個別相談会

オープンオープン
キャンパスキャンパス

2024

4/28日
10：45～15：15

〒004-8602 札幌市清田区清田4条1丁目4-1
☎011-881-8861（アドミッションセンター直通）   URL https://www.siu.ac.jp

●多様性を理解するグローバルな大学！
　本学は、能力や適性に合った学科選びができ、あなたの多様な可能性を伸ばせる環境が整っ
ています。学ぶ楽しさや表現する喜びを通し、有意義なキャンパスライフを送ってください。

●実践力を磨くため、さまざまな実習やフィールドワークを展開！
　特色のある授業や実習を通して基礎を学び、北海道の観光地やホテル、スポーツの現場、さら
には海外での研修におけるフィールドワークで実践的な学びやコミュニケーション能力を磨
くためのプログラムが多数用意されています。

●個別見学・キャンパスツアーを随時受付中！
大学構内や部活動の様子、入試について知りたいことなど、気になるところがあればぜひ確

認・解決しに来てください。お一人でも保護者様と一緒でも、見学日時はご要望にお応えします。

コクサイの3つの魅力！

オープンキャンパスオープンキャンパス
5/25（土）・26（日）
7/27（土）・28（日）

人文学部
国際教養学科／

心理学科（臨床心理専攻・子ども心理専攻）

観光学部
観光ビジネス学科

短期大学部＊

総合生活キャリア学科／幼児教育保育学科

＊令和5年4月より男女共学

スポーツ人間学部
スポーツビジネス学科／スポーツ指導学科

18世紀英国文化のタティングを体験
 六本木ワークショップで学生が奮闘

宮城学院女子大学
　宮城学院女子大学（仙台市）は 3 月
21 日、第 1回「ロッポンギ・アート講座」
をアトリエ諸岡（東京都港区）で開いた。
開催のきっかけは、同大で英国文化の授
業を担当している吉村典子教授のリレー
エッセイだ。英国の美術や建築、デザイ
ンの歴史を専門とする吉村教授は、2月
16 日付に更新された同大ウェブサイト
内のリレーエッセイで、研究員として約
3カ月間在籍した米国イェール大学の英
国美術研究所における作品「ヒル夫妻」
を紹介。18 世紀英国で描かれた肖像画
であり、人物だけではなく服飾や嗜好品
なども描かれていることから、当時の風
俗や生活文化を読み取ることができる資
料として授業でも取り上げていた。
　これまで、ヒル婦人が手に持っている
道具は「砂糖挟み」であると伝えられて
いたが、同研究所で実物を見てみると、
美術書の図版では見えなかった一本の糸

が夫人の左右の手の間にあることに気が
ついたという。
　帰国後、授業で学生に拡大写真を見せ
たところ、受講生の一人だった 2年次・
佐藤美紅さんから「タティングではない
だろうか。幼い時に編んだことがある」
という申し出があり、これをきっかけに
真相解明へと迫っていった。タティング
とは、「シャトル」と呼ばれる舟形の小
さな糸巻きを使い、結び目の連続でレー
スを作る技法を指す。この情報をもとに
検索すると、シャトルと糸を持つ女性の
肖像画が数多く見つかったことから、
18 世紀当時の女性の典型的な持ち物だ
ったことが分かった。
　こうした背景のもとで、リレーエッセ
イの読者から開催依頼を受けて行われた
ワークショップでは、吉村教授による
18 世紀文化の解説やタティングの編み
方を佐藤さんが参加者にレクチャー。佐

藤さんは「小学生の頃に出会ったタティ
ングに、このような形で再会するとは思
いもよりませんでした。ワークショップ
では、伝えることの難しさを改めて感じ
ましたが、言語学のゼミナールではこの
経験を活かして学びを深めていきたいと
思います」と、コメントを寄せた。
　吉村教授は「タティングという検索ワ
ードによって、この手芸が描かれた肖像
画に出会うことができました。私たちの
周りには、無限とも言えるほどの膨大な
情報がありますが、適切な言葉やプロン
プトがあって初めて有効なアクセスがで
きるように思います」と、今回の出来事
を振り返った。今後は、同大でもオープ
ンキャンパスなどでワークショップを開
催する予定だ。

第
一
弾
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
た

仙
台
白
百
合
女
子
大
の
学
生
ら

　
昭
和
44
年
に
「
札
幌
静
修
短
期

大
学
」
と
し
て
開
学
後
、
名
称
変

更
や
学
部
再
編
を
経
て
現
在
の
形

と
な
っ
た
札
幌
国
際
大
学
（
札
幌

市
）
と
札
幌
国
際
大
学
短
期
大
学

部
（
同
）。
建
学
の
礎
の
一
つ
に

は
「
真
理
を
探
ね
、
自
由
を
愛

し
、
自
ら
を
省
み
る
自
立
し
た
人

間
を
育
成
す
る
」
を
掲
げ
、
高
度

情
報
化
か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ

　
去
る
3
月
19
日
、
地
域
防
災
に

つ
い
て
考
え
、
防
災
意
識
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
仙
台
市
が

主
催
す
る
「
第
18
回
災
害
に
強
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
市
民
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
仙
台
国
際
セ
ン
タ

ー
（
仙
台
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　「
経
営
情
報
」「
医
療
情
報
」「
情

報
メ
デ
ィ
ア
」
の
3
学
部
4
学
科

8
専
攻
を
設
置
す
る
〝
情
報
の
総

合
大
学
〞
で
あ
る
北
海
道
情
報
大

学
（
北
海
道
江
別
市
）。
建
学
の

　
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安

全
推
進
委
員
会
（
本
部
・
札
幌
市
）

が
主
催
す
る
「
令
和
5
年
度
北
海

道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
！
学
生

ピ
ー
ア
ー
ル
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
北
翔
大
学

（
北
海
道
江
別
市
）
教
育
文
化
学

部
芸
術
学
科
の
学
生
が
制
作
し
た

作
品
が
「
優
秀
賞
」を
受
賞
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
未
だ
に
な

く
な
ら
な
い
飲
酒
運
転
を
北
海
道

か
ら
根
絶
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
大
学
や
専
門
学
校
に
通
う
学

生
を
募
集
対
象
に
実
施
し
て
い

理
念
に
「
情
報
化
社
会
の
新
し
い

大
学
と
学
問
の
創
造
」
を
掲
げ
、

先
進
的
な
情
報
通
信
技
術
教
育
を

展
開
し
て
い
る
。

　
各
専
攻
で
は
「
領
域
」
が
設
定

さ
れ
て
お
り
、
専
門
性
に
特
化
し

た
学
び
を
深
め
て
い
く
。
そ
の
中

で
も
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る
医

療
技
術
に
対
応
で
き
る
基
礎
的
知

識
や
技
術
を
持
つ
人
材
育
成
に
注

力
す
る
の
が
、
医
療
情
報
学
科
の

「
診
療
情
報
管
理
領
域
」
だ
。
定

め
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
履
修

を
経
て
、
3
・
4
年
次
に
受
験
す

る
こ
と
で
北
海
道
内
の
大
学
で
唯

一
「
診
療
情
報
管
理
士
」
の
資
格

取
得
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
診
療
情
報
管
理
士
と
は
、
医
療

機
関
を
受
診
す
る
患
者
の
さ
ま
ざ

ま
な
診
療
情
報
を
中
心
に
、
健
康

る
。
運
転
免
許
証
の
取
得
や
、
飲

酒
が
で
き
る
時
期
を
迎
え
る
学
生

の
視
点
か
ら
作
品
を
制
作
す
る
こ

と
で
、
自
ら
が
飲
酒
に
つ
い
て
考

え
る
契
機
と
す
る
と
共
に
、
若
い

世
代
の
作
品
を
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

の
場
で
広
く
道
民
に
発
信
し
、

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
許
さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ

な
い
」
の
機
運
を
高
め
て
い
く
と

い
う
狙
い
が
あ
る
。

　
同
大
の
学
生
ら
が
制
作
し
た
動

画
の
作
品
名
は
「
飲
酒
運
転
や
め

よ
う
ア
ニ
メ
」。
審
査
委
員
長
を

務
め
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
臼
井
栄
三
氏
か
ら
は
、

「
独
特
の
シ
ン
プ
ル
な
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
表
現
で
、
伝
達
力
の
強
い

作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
」

と
、
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　
制
作
を
手
が
け
た
の
は
、
1
年

次
の
千
里
匠
さ
ん
、
宮
田
旭
さ

ん
、
福
島
夏
月
さ
ん
、
土
田
敬
さ

ん
、
新
見
ち
ひ
ろ
さ
ん
、
原
椿
颯

さ
ん
の
6
人
。
入
選
し
た
作
品
は

す
べ
てY

ouT
ube

上
で
公
開
さ

れ
て
い
る
た
め
、視
聴
が
可
能
だ
。

　
同
学
科
に
は
、
1
年
次
を
対
象

と
す
る
「
基
礎
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」

に
関
す
る
情
報
を
国
際
統
計
分
類

な
ど
に
基
づ
い
て
収
集
・
管
理
し

た
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
抽
出
・

加
工
・
分
析
し
た
り
す
る
な
ど
、

ニ
ー
ズ
に
適
し
た
情
報
を
提
供
す

る
専
門
職
種
の
こ
と
。
医
療
の
安

全
管
理
や
、
病
院
の
経
営
管
理
に

関
わ
る
高
い
専
門
性
と
ス
キ
ル
を

必
要
と
す
る
。

2
月
11
日
に
実
施
さ
れ
た
「
第

17
回
診
療
情
報
管
理
士
認
定
試

験
」
で
は
、
同
学
科
に
所
属
す
る

と
い
う
授
業
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
全

員
が
複
数
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。

多
種
多
様
な
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
同
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
場
す
る
こ
と
を
決
め
た

そ
う
だ
。

　
指
導
を
担
当
し
た
教
員
は
「
今

回
受
賞
し
た
学
生
た
ち
は
、
互
い

の
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
テ
ー

マ
を
決
定
し
、
通
常
の
動
画
と
は

異
な
っ
た
　〝
手
描
き
の
線
画
〞

と
い
う
手
法
を
選
ん
で
、
作
画
か

ら
撮
影
、
編
集
ま
で
を
限
ら
れ
た

期
間
で
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
」

と
、
振
り
返
る
。

　
同
学
科
に
は
、「
美
術
」「
メ
デ

ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
」「
イ
ン
テ
リ
ア

建
築
」「
服
飾
美
術
」「
舞
台
芸

術
」
の
中
か
ら
興
味
・
関
心
に
沿

っ
た
分
野
を
専
門
的
に
深
く
学
ぶ

こ
と
も
、
複
数
分
野
を
ク
ロ
ス
オ

ー
バ
ー
さ
せ
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
も

で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ
る
。

　
発
想
を
生
み
出
し
、
理
想
の
形

を
完
成
さ
せ
る
ま
で
の
「
創
作
の

総
合
力
」
を
身
に
つ
け
た
人
材
育

成
に
今
後
も
注
力
し
て
い
く
。

3
年
次
16
人
が
初
受
験
し
、
4
年

次
4
人
が
再
受
験
し
た
。
そ
の
結

果
、
3
年
次
15
人
（
93
％
）、
4

年
次
1
人
（
25
％
）
が
合
格
を
果

た
し
、
学
科
全
体
の
合
格
率
は
80

％
だ
っ
た
。

　
電
子
カ
ル
テ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
な
ど
、
医
療
分
野
の
I
C
T
化

が
進
行
す
る
い
ま
「
医
療
×
情

報
」
を
管
理
で
き
る
人
材
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
学
生
ら
の
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
で
は
、
応
急

救
命
手
当
の
技
術
を
競
い
合
う

「
救
護
の
達
人
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（C
O
V
ID
-19

）
の
感
染
拡
大

の
影
響
の
た
め
5
年
ぶ
り
に
併
催

さ
れ
、
東
北
福
祉
大
学
（
同
）
の

救
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で

あ
る
「F

irst
aid
student

team

（
F
A
S
T
）」
が
見
事
優

勝
を
手
に
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
災
害
時
な

ど
に
求
め
ら
れ
る
応
急
救
命
手
当

の
技
術
で
あ
る「
心
肺
蘇
生
法
」や

「
包
帯
法
」、「
防
災
知
識
」の
3
点

に
つ
い
て
、
3
人
1
組
で
競
い
合

う
と
い
う
も
の
。F
A
S
T
か
ら

は
1
組
、「
T
K
K
3
大
学
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
参
加
大
学
の
一

つ
で
も
あ
る
神
戸
学
院
大
学（
神

戸
市
）か
ら
1
組
、企
業
か
ら
1
組

の
合
計
3
組
が
出
場
し
、
同
サ
ー

ク
ル
が
12
連
覇
を
果
た
し
た
。

　
優
勝
し
た
の
は
、
同
大
健
康
科

学
部
医
療
経
営
管
理
学
科
・
3
年

次
の
一
條
空
弥
さ
ん
、
同
学
科
・

2
年
次
の
一
ノ
渡
彩
さ
ん
、
中
村

進
之
介
さ
ん
の
3
人
。
F
A
S
T

代
表
を
務
め
た
中
村
さ
ん
は

「
日
々
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
た

こ
と
で
、
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
連
覇
の
記
録
を
絶
や
す
こ

と
な
く
優
勝
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
し

た
。
改
善
点
も
あ
る
と
感
じ
た
の

で
、
メ
ン
バ
ー
と
共
有
し
な
が
ら

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
く
と

共
に
、
日
々
の
応
急
手
当
の
普
及

活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
、
語
っ
た
。

F
A
S
T
は
一
次
救
命
に
つ
い

て
学
び
、
多
く
の
一
般
市
民
に
普

及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
お
り
、
日
頃
か
ら
地
域
に
出
向

い
て
心
肺
蘇
生
法
や
包
帯
法
な
ど

の
救
急
処
置
に
つ
い
て
出
前
講
座

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。「
福
祉

の
対
象
は
人
間
で
あ
る
」
と
い
う

考
え
に
も
と
づ
き
、
同
大
で
は
今

後
も
他
者
と
の
関
わ
り
や
協
働
す

る
気
質
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動

に
注
力
し
て
い
く
。

た
現
代
社
会
に
求
め
ら
れ
る
国
際

人
を
育
成
し
て
い
る
。

　
同
大
・
短
大
部
で
は
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
に
個
別
の

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
が
で
き
る
機
会

を
設
け
て
い
る
。
見
学
可
能
な
日

時
は
、
平
日
の
10
時
〜
夕
方
4
時

お
よ
び
土
曜
の
10
時
〜
正
午
だ
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
程
と

都
合
が
合
わ
な
い
場
合
や
、
遠
方

か
ら
大
学
近
く
に
行
く
つ
い
で
に

見
学
を
し
て
み
た
い
と
い
っ
た
場

合
に
受
け
付
け
て
い
る
。

　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

教
職
員
が
入
試
制
度
や
学
費
に
つ

い
て
、
て
い
ね
い
に
説
明
す
る
ほ

か
、
希
望
す
る
学
科
の
教
員
が
授

業
内
容
や
普
段
の
学
生
の
様
子
を

教
え
た
り
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
に
も

連
れ
て
行
っ
た
り
す
る
と
い
う
。

　
総
面
積
9
万
平
方
㍍
に
及
ぶ
同

大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
が
充
実
。「
認
定
こ
ど

も
園
」
で
は
、
人
文
学
部
の
心
理

学
科
子
ど
も
心
理
専
攻
や
、
短
大

部
・
幼
児
教
育
保
育
学
科
の
学
生

が
実
習
を
行
っ
た
り
、
3
5
0
人

ま
で
収
容
で
き
る
大
講
堂
「
創

風
」
に
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
完

備
し
、
授
業
や
講
演
会
な
ど
に
も

活
用
し
た
り
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、「
博
物
館
・
ア
イ

ヌ
文
化
資
料
展
示
室
」
で
は
、
ア

イ
ヌ
民
族
の
衣
服
や
装
飾
品
な
ど

の
貴
重
な
資
料
を
展
示
。
実
際
に

足
を
運
ん
で
み
る
こ
と
で
、
授
業

の
様
子
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
は
ず
だ
。

　
個
別
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
の
参
加

希
望
者
は
、
同
大
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
1
1
・

8
8
1
・
8
8
6
1
）
へ
電
話
で

問
い
合
わ
せ
を
す
る
際
に
「
見
学

を
希
望
す
る
学
科
・
専
攻
・
コ
ー

ス
」
を
伝
え
る
と
ス
ム
ー
ズ
だ
ろ

う
。
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
し
て
み
て

欲
し
い
。

　
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
（
仙

台
市
）
の
学
生
は
3
月
29
日
、

株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
東
京
・

千
代
田
区
）
と
宮
城
県
の
連
携

の
一
環
と
し
て
「
東
北
を
食
べ

て
元
気
に
！
産
学
官
連
携
ベ
ジ

プ
ラ
ス
メ
ニ
ュ
ー
」
の
販
売
を

東
北
エ
リ
ア
の
セ
ブ
ン-

イ
レ

ブ
ン
で
開
始
し
た
。

　
宮
城
県
に
よ
る
と
、
県
民
の

一
日
当
た
り
の
平
均
食
塩
摂
取

量
が
全
国
的
に
高
く
、
一
方
で

野
菜
摂
取
量
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
特
に
20
代
か
ら
40
代
に
か

け
て
の
年
代
で
は
目
標
の

3
5
0
㌘
か
ら
1
0
0
㌘
ほ
ど

不
足
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

そ
こ
で
、
県
で
は
平
成
30
年
か

ら
、
働
き
盛
り
世
代
を
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
一
日
当
た
り
の

野
菜
摂
取
量
1
0
0
グ
ラ
ム
増

と
減
塩
3
グ
ラ
ム
を
目
標
と
す

る
「
ベ
ジ
プ
ラ
ス
1
0
0
＆
塩

e
c
o
」
を
推
進
し
て
い
る
。

　
株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
宮
城
県
は
、

平
成
21
年
か
ら
「
地
域
活
性
化

包
括
連
携
協
定
」
を
結
び
、
地

産
地
消
に
よ
る
販
路
拡
大
や
健

康
増
進
や
食
育
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
県
民
の
健
康
づ

く
り
を
食
で
応
援
す
る
た
め
に

同
事
業
へ
参
画
し
た
。

　「
ベ
ジ
プ
ラ
ス
メ
ニ
ュ
ー
」

の
商
品
化
に
当
た
り
、
昨
年
9

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
県
内

で
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
を
設

置
す
る
同
大
の
ほ
か
、
東
北
生

活
文
化
大
学
（
仙
台
市
）
や
宮

城
学
院
女
子
大
学
（
同
市
）、

尚
絅
学
院
大
学
（
宮
城
県
名
取

市
）
の
学
生
か
ら
レ
シ
ピ
を
募

集
。
集
ま
っ
た
1
5
5
の
レ
シ

ピ
か
ら
六
つ
が
採
用
さ
れ
た
。

　
第
一
弾
と
し
て
、
同
大
の
健

康
栄
養
学
科
の
学
生
が
考
案
し

た
「
鮭
レ
タ
ス
炒
飯
宮
城
県
産

の
ロ
メ
イ
ン
レ
タ
ス
使
用
」
と

「
宮
城
県
産
ロ
メ
イ
ン
レ
タ
ス

の
中
華
ス
ー
プ
」
を
発
売
。
炒

飯
は
鮭
の
塩
気
で
野
菜
を
最
後

ま
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
工

夫
が
さ
れ
て
お
り
、
ス
ー
プ
は

シ
ョ
ウ
ガ
や
ゴ
マ
を
使
っ
て
風

味
を
良
く
し
、
鶏
団
子
や
キ
ク

ラ
ゲ
な
ど
で
食
感
も
楽
し
め
る

メ
ニ
ュ
ー
に
仕
上
が
っ
た
。

　
同
学
科
4
年
次
・
武
田
彩
音

さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
だ
し
を

使
っ
て
、
塩
分
を
抑
え
な
が
ら

も
お
い
し
く
味
わ
え
る
こ
と
を

ポ
イ
ン
ト
に
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

ま
し
た
」
と
、
話
す
。

　
こ
れ
ら
の
学
生
考
案
メ
ニ
ュ

ー
は
、
宮
城
県
を
含
む
東
北
全

域
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

1
4
5
7
店
舗
で
1
年
間
を
3

期
に
分
け
て
提
供
さ
れ
る
。
第

二
弾
は
6
月
、
第
三
弾
は
秋
の

発
売
を
予
定
し
て
い
る
。

優
秀
賞
を
受
賞
し
た「
J
グ
ル
ー
プ
」

の
代
表
学
生
が
表
彰
式
に
参
加

包
帯
法
と
呼
ば
れ
る
応
急
処

置
を
行
う
F
A
S
T
の
学
生

学
科
紹
介
や
入
学
制
度
に
つ

い
て
担
当
者
に
質
問
で
き
る

医
療
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速

す
る
時
代
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育
成

商
品
は
東
北
6
県
の
セ
ブ
ン
-

イ
レ
ブ
ン
で
販
売
さ
れ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
英
文
学
科
の

佐
藤
美
紅
さ
ん
が
編
み
方
を
指
導
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